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   Women's independence from society has often been presented as almost impossible to attain, be-
cause women will  do violence to, and contradict heir basis nature. Women have often been accused 
of being inferior to men, with regard to teir ability to maintain and fulfill a professional role, but there 
is nothing in the facts we have observed to indicate the inferiority so often attributed to women. 
   We often hear so-called liberale proclaining the need for the independence of women, but these 
same people, in their hearts, secretly nourish the belief that women should continue their  subordinate  role. 
   To display social strength, women's independence from society, particularly in the housewife, is 
a necessary condition. This is a difficult, but not impossible goal. Housewives hould be provided with 
good guidance suited to their abilities. A housewife is what society makes her. 
   This treatise consists of five items. The first outlines the problem of thehousewife's lack of inde-
pendence in Japan. The second studies the social and cultural benefits through participation of house-
wives in various jobs and professions. The third treats the problems of childcare. The fourth encourages 
the study and trainings of housewives and their roles, including cultural roles. The last maintains that 
the housewife's independence must be realized in community or in local planning.
Key words: women's problem, baby care, women's independence, the equality of the sexes, the life 
         of housewife, the life worth living of housewife, the professional of housewife .
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る ことの意義 も考えた とき,か な りの精神的負担
をもつ ことであろ う。事実,青 年時代に男性 なみ
に まっしぐらに課題 にとりくみ,そ のペース を少
しも乱 さないで,結 婚,出 産,子 育て と専業主婦
なみの努力 をして きた女性 もいる。夫や両親の協
力があ ったに しても,子 育てには並 々な らぬ苦労
があったことであろ う。そめ苦労を克服 して,夢
の実現を立派に果 した女性も,過 去 に数少 くない。
しかしその負担の重みにた えかねて,そ の 目的 を
果 たせず おわ った女性の方が数多い こ.とであろ う。
男性な らば,同 じ能 力と努力で 目的 を果たせたこ
とが,女 性 であるがため,あ きらめなければな ら
なか った ことであろ う。現在の社会体制では,宿
命的 ともい える女性 の負担 が,根 深 く存在 してい
る。一生の課題に男女が平等の条件で とりくめる
よ うな社会体制 こそ,女 性 の自立の条件 なのであ
る。言いか えれば,女 性が成長過程で,結 婚,育
児 とい う精神的重圧(お どか し)を な くす ことが
まず必要 なのである。女性が専問職 として働 く場
合,看 護婦9保 母,フ ァッシ ・ン・デザイナ ーと
か,女 硅むきの仕事 のみを夢み さ量るよ うに しな
い ことも大切である。 また女性 の仕事は,男 性の
補助的 なものである とい う先入観 も,も ってはな
らない と思 う。 しか し,ウ ーマンリブの一部にみ
られるよ うに,夫 婦が契約 と闘争 の中で,女 性の
勝利 として結果が えられた としても,日 本 の精神
的風 さでは永続化 しないであろ う。夫の身のまわ
りをこまごまとやいている母の様子 をみて育つ子
どもたちは,男 女 とも感性の中に,夫 として妻 と
してのあるべ き姿 がイ メージとして形成 されてい
る。妻が夫 と同 じよ うな謬題 をもって仕事 してい
くためには,将 来の妻は どうあるべ きか,夫 はど
うあるべきかが,家 庭の中で問題 として とりあげ
られていなければな らない苦である。 そ うで なけ
れば,女 性 は早 くか ら,父 と同 じよ うな仕事 をし
てい くことは,と うてい無理であると思 うよ うに
な って しま うであろう。
社会学の創始者,オ ーギュス ト・コントは1830



























































































委員 総 数 婦人委員数
総数に占め
る 婦 人 の
割 合
昭 和50年
1月1日 現 在 237人 73人 1' 5,436人 133人 2.4%
昭 和58年
6月1日 現 在




婦 人 議 員 数
総 数 に 占める (参考)昭和50年
区 分 議 員 総 数 婦 人 議 員 数 の総数に占める
婦 人 の 割 合 婦 人 の 割 合
国 会 議 員 760人 26人 5.4% 3.3
衆 議 院 11 8 1.6 1.4
参 議 院 249 18 7.2 9.1
地方議会議員 70,009 1,016 1.5 9.9
都道府県議会 ... 36 1.2 1.1
市 議 会 19,881 560 2.8 1.8
町 村 議 会 46,157 340 o.7 0.5
特別区議会 1,073 80 7.5 6.6
資料出所 衆院 ・参院各事務局,労 働省調べ
(注)1)衆 ・参議院は昭和59年1月25日現在 の現員数である。











委 員 数 婦人委員数
婦人委員の
比 率
昭和53年 138 66 47.83人 2.046人 164人 8.02%
昭和55年 140 70 50.00 2,114 :. 8.80
昭和58年 153 79 51.63 2,233 202 9.05
昭和59年 130 58 44.6 3,725 277 7.44
調査 埼玉県


























































































● 次の図は学校卒業後の女性 の生 きかたをい くつかのタ イプに分類 して示 した
もの です。







1 0.3 0.2 0.4ダ
専業主婦
.子どもなし'子ども不要 2 0.3 0.3 0.4'
専業主婦
シ出 産育 児 3 5.6 6.0 5.1結 婚 夢
専業主婦
、 4 27.422.0 34.6



















・i結婚 再 就 職一い 一トタイム) 9 13.614.5 12.3醜 な 》
共 働 き出 産
育 児 10 11.714.3 8.2'
共 働 き子どもなし
子ども不要 11 0.9 1.2 0.4》
豊
12 0.7 0.9 0.4》
上の コースにあてはまらない場合 は,具 体的にご記入下 さい。
匡 ト[コ{コ{コ{コー[コー匝ヨ亙[コ
(無回答)一 》1α8 0.6 1.1
埼玉県婦人問題意識調査報告書より(59年9月)








































































































































トタイムは,最 近 かな り増加 して きた。 いま主婦
の約半数は,外 で働いている。子育てが一応終 り,
時間のゆ とりがでて きて,不 動産 を買 うとか,子
どもの学費かせぎ とか,自 由なお金 が欲 しい とか
で,パ ー ト・タイ ムで働 きに出る。 パー ト・タイ
ムの労働条件について,男 女不平等 の重大な問題
があるが,こ こで はふれない ことにする。問題は,
パ ー ト・タイ ムの仕事が,婦 人の自立に どの程度
かかわ ってい るか とい うことである。主婦のパー
ト・タイムの中で,高 度の技術 を必要 としない,
単純 労働が非常に多い。 それをつづ けて も,日 を
追 うて自己向上になる とい うものではない。時給
500円か ら600円のもので,そ の仕事に さして興
味 をもたず,た だひたす らお金がも らえるか らと
い う理由で働いている人があま りにも多い。
パ ー ト・タイマーの年齢構成(女 子一調査計)
パー トタイマーの職種別割合(男 女)
技術専門職 α8%
























































文化伝達で ある。母の行動は子 どもへ と受 けつが
れる。母が職場で学んだ生活態度は,栂 の言葉 を
も含めて,子 どもに学習 される。
最近の主婦のテ レビ ・ドラマの視聴は,増 加 しつ
つつ ある。 しか し,家 族 の文化 をつ くるうえで,
主婦のテ レビ・ドラマか ら得た知識は,生 活態度
となって,ど れほ ど子 どもに影響 してい るか疑問
である。テ レビ ドラマに登場す る女性の地位は低
く,男 性 に力を借 りて解決する場面が多い。 かな
り情緒的な ものが多 く,反 省的な ものは少い。 そ
こで得た情感は,生 活に生 きたものとな りに くい。
婦人 の就職は,常 に女性の自立 とい う目標にむ
けられていなければな らない。パ ー ト・タイ ムを
無条件ですすめることがで きないのは,そ うした
目的があるか らであ る。同時にまた,気 ば らしの
学習 よりは就職 のほ うが,よ ほ ど自立に役立っ こ
ともたしかである。将来において,就 職 と学習 と
を,も っと:有機的に関連 させてい くことが必要で
あろ う。
現在の妻 と子 どもの社会階層的地位 は,夫 の職
業上の成績つま り収入 によってきまる。最近妻の
収入 を含めて,そ の地位が決定 されるが,階 層の
概念が収入によ って きまるので,永 久にその表現
方法 は,用 い られ るであろ う。 しか し,夫 の収入
が,妻 の生 きがい,子 どもの人生 の 目的 を決定的
な ものに しない ことが,自 由社会 の 目標である。
ひまつぶ しの学習 をす る主婦 とパ ー トで働 く主婦
との比較 で,ど ちらに,よ り豊かな生 きがいがあ
るか を,き めかね るところに,新 たな 自由がみ と
め られる。学歴偏重 の傾向がな くな りつつあるの
も,国 家方針 よ りも,む しろ人々が生 きがいの内
容 を求め始めた ことが,主 な動因であろ う。
筆者の訳 の『教育 と社会 』(日水社1977)の中
で,イ ザ ソベールeジ ャマティは,フ ランスの労
働者の子 どもにっ いてふれている。 フランスの労
働者の両親 は,子 どもに高等教育 を受け させ るこ
とに さして興味 を示 さない とい う。 なぜな ら,大
学 を出たか らとい って,生 きがい をかな らず発 見
で きると限 らないか らだ とい う。 こうした傾 向が,
日本 において強まれば,女 性の自立 も,か な り新
たな展開を示す こ とになるだろ う。
最近,主 婦の就職が家庭 をかえ りみな くさせ,
色機 をまねいている例 も増加 してい る。生 きがい
は,消 費生活 としての遊びである と信 じこむ母親
の人生観 は,子 どもの生活 に,悪 い影響を及ぼ し
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ている。母 の仕事へ の意欲,感 動,き び しさなど
が,子 どもに伝われば,子 どもは,力 強 く生 きる
態度 を,母 か ら学び とるであろ う。
職場 での人間関係 のなやみ,せ つな さな どは,
ふたたび経験 した くない ことではあるが,こ れを
克服 して,強 く生きぬいてい く母親の生 き方は,
子 どもに とって模範 とな るであろ う。親 の子に及
ぼす文化 の伝達は,行 動のステ レオタイ プの様式
のみでな く,行 動の内容っま り心情 まで も含め ら




公民館 で学習 されてい る種 目は,次 のよ うなも
ので ある。全国の公民館で殆ん ど似かよっている。
1球 技
2音 楽,美 術,絵 画,写 真,書 道に関す る学 習
3茶,華 道に関する学習
4文 学 ・歴史,哲 学;宗 教に関する学習
5舞 踊,演 劇,民 俗芸能に関す る学習
6和 ・洋裁,着 付け,編 物,手 芸に関する学習
7調 理 ・栄養に関す る学習
8自 動車の整備 ・運転 に関す る学習
9園 芸,盆 栽に関す る学習
10政 治,経 済,時 事問題に関す る学 習
11ス キー,水 泳,マ ラソンな どの個人 スポーツ
12出 産 ・育児,子 供 の教育に関する学習
13囲 碁 ・将棋等室 内遊戯に関す る学 習
14健 康,保 健衛生 に関す る学習
15外 国語に関する学習
老人 に とって,ユ ングの言葉 を借 りるまでもな
く,利 害か ら離 れた人間的豊か さを求めることが,
倦怠か ら解放 される重要な手がか りであろ う。そ
のため老人の学習は,そ の こと自体が,老 人の生
きがいであろ う。 しか し,主 婦に とって,そ の老
人は別 として,中 年 の場合,た だそれだけを求 め
るのであ っては,社 会 の中になにも生産 されな く
な る。生産に もとつ く個性 の発揮 の欲望が,子 ど
もの社会的成功への欲望の泉 となるであろ う。仕
事での生産性 にかかわる個人の力,仕 事への責任,
仕事の誇 り,様 々な体験が,家 庭 の中での会話 に
な った とき,子 どもはそれ らを聴 きなが してはい
ないであろ う。そ こにこそ,原 始時代か ら続いて
い る,家 族での文化伝達がみ られる。成果 を喜ぶ
夫婦の姿は,子 どもにとって,望 ま しい出来事 と
して うけ とめ られるで あろ う。その記憶は,や が
て子 どもの成長の中で,力 強い動機 とな って力を
発揮するであろ う。
総理府 の 「生涯教育に関す る調査」に よると,
女性の場合,学 習の動機について,生 きがい をも
っためが46%,人生 を有意義 にすごすためが26%
で あ った。 この二つの項 目は,同 じ意味に理解 し
て よいであろ.う。その学習の成果 を社会に どう生
かすかについては,さ ほ ど考 えてはいないよ うで
ある。 ある施設の学習講座で,あ る知識な りある
能力な りを身につけた とき,そ の経験者が多いほ
ど,そ の地域 の教養 の程度は,高 ま った といえる。
そ してそのことが,コ ミュニティの質の高 まりを
示す ものである とも言える。 しか し,そ れが,な
ん らかの形で,社 会力の根源 にな りうると予想 さ
れ るか ら,評 価で きるのではなかろ うか。 学術研
究 をつづ け,質 の高い知識 を身 につけた として も,
発表 もせず,他 人に もその成果 を語 らなか った と
した ら,そ れは,社 会的価値 を一切 もたない と言
える。それがなん らかの方法で,他 老 とかかわ っ
た とき,社 会的意味 をもつ ようになる。
学習の成果 が実 ってい くとき,当 然生れて くる
社会的意味は,他 者へ のサ ービスである。 自己に
のみ かかわる学習は,社 会 を閉鎖的なものにす る。
老人の倦怠 を除 くための学習も,他 の世代の人 々
と,知 識 を通 しての コ ミュニケーシ ・ンの中で,
共感が生 れてこそ,老 人の学習が,社 会的意味 を
もつ ようになる。女性の自立 と学習 との関係を考
えるとき,倦 怠 を除 くのみの社会的意味だけでは,
女性 の自立 を地域 ぐるみで推進す るための理 由と
して,不 適当である。
学 習の成果が,個 人の手か ら離れて他者へ移行
してい くことが大切である。 もしも他者へ伝達で
きない とした ら,そ の学習は実 った とはい えない。
その学習は,単 なるひまつぶ しか気ば らしであっ
たに ちがいない。 そ うでなければ,学 習の成果 を
個 人の中で 自己満足 し,他 人に教 えることは損 に




によ って占め られてい る。主婦は,余 暇 にめ ぐま
れ るようにな り,半 数の主婦は,パ ー トで働き,
あ との半数の うち,数%が 学習活動 をしている。
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み られる気ば らしの傾 向は,婦 人の主なるニーズ
ではない。学校はすべて教育方針によってカ リキ
ュラムが組 まれてい る。表面的な生徒及び学生 の
ア ンケー ト方式の結果 でカ リキ ュラムが組 まれる
ことは,今 後 もまずないと思 う。 マス ・コ ミは,
言論の 自由 とい うものがあって,簡 単には,そ の
ニーズを反映 させ ることはできないが ,地域社会
においては,婦 人の 自立のための学習 として,コ
ンセ ンサスを発見 し,そ れにも とついて実施で き
るので,マ ス ・コ ミの場合 より,は るかに容易な
筈である。
強調 したか ったか らである。主婦の自立 を考 える
にあた って,家 事労働,育 児,学 習の三 点 をとり
あげたのも,地 域 における連帯イメージ形成 に,
最 も都合 のよい課題である と思 ったか らである。
婦人の自立は,家 族 と地域 をつな ぐ諸問題の解決
の中で こそ成立つ ものであることを強調 した。 こ
うした課題 を一つ一つ解決 してい くこ とに よって,
現代の とりざたされている教育 の問題の解決へ と
導かれてい くと思 う。次 の機会 には,本 稿での提
唱 を,身 辺にある統計 資料の羅列によ って,構 成
整理 を行 お うと思 う。
-1985.10.30受稿 一
6あ と が き
跡見学園女子大学紀要 ・第15号(1982年3月15日)
で,次 のテ ーマで発表 した。 コ ミュニティにおけ
る連帯のイ メージー理論構成のためめ粗描一本稿
は,そ の発表 に連続するものである。高令者 と社
会福祉の関係 につ いて調査 を,数 年つづけてきて
お り,そ の結果 も別 のところで発表 し得た。連帯
イ メージの研究で,ど うして もさけ られない対象
の一つに,主 婦 と地域生活の問題がある。 それを
理論構成することが,当 面の課題なので,そ の準
備 として,本 稿では主 として問題の よって きた る
もの を提出 したつ もりである。つ ま り,現 代の 日
本において,主 婦の生活には,な にが問題である
か,婦 人問題 とど うかかわ っているか,主 婦 の役
割 とは何かな ど,地 域住民 の中で,コ ンセンスを
得ておかなければな らない問題 が山積 していると
い うことである。 ここでは,コ ミュニティにおけ
る連帯のイ メージ形成のための,婦 人の生 き方 を
とりあげる ことに よって,理 論構成のための粗描
を具現化 したつ も りである。前掲紀要の一文 を,
ここに引用 してお く。 「住民は,文 化的価値指向
の矛盾に関係づ けられる。つ まり,文 化的価値葛
藤の背後に,コ ミュニティの役割葛藤 を認め る。
両者間における認知的ずれ とか,感 情 的側面の対
立,行 政施策 に対する評価 の相違な どとなって,
コミュニテ ィにおける役割意識に影響 している。」
前掲紀要で,連 帯イ メージとい う概念を用いたの
は,コ ミュニテ ィ形成において,最 も必要 な言葉
であ ったか らで ある。 イメージは感性的な もので
あ り,現 代の地域における価値態度体系の中で,
それが最 も住民 の時局的な行動 を指向 している と
考えたか らであ り,連 帯の言葉 を用いたのは,そ
の概念の本質 である労働 と経済の協力体制 をよ り
